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令和７年度監査実施方針及び年間監査計画 

 

塩竈市監査基準（令和 2 年監査告示第３号）第 14 条の規定に基づき、令和 7 年度の監査実施方

針及び年間監査計画を次のとおり定める。 

 

１ 監査実施方針 

  監査等の目的は、本市の行財政運営について、健全性及び透明性の確保に寄与し、また、事務

の管理及び執行等について、法令に適合し、正確で、経済的、効率的かつ効果的な実施を確保し、

もって市民の福祉の増進と市政への信頼確保に資することである。 

  近年、本市おいて不適切な事務処理が発生しており、全職員の業務に対する基本的なルールの

理解や共有化が必要であると考える。また、業務に対しては、基本を大切にし、日々の業務に取

り組むこと、それらを通じて職員個人の知識や技能の向上を図るとともに、人材の育成やチェッ

ク体制の強化など組織力についても、さらに向上させていくことが大切である。 

  また、令和7年度から内部統制（財務事務）制度が市長及び市長以外の機関（以下「市長等」）

において本格導入されることに伴い、令和８年度からは評価報告書を審査することから、制度の

運用状況等の確認を行う必要がある。 

  このようなことから、令和７年度は次の基本的方向性等のもとに監査等を行うものとする。 

 

（１） 監査等の基本的方向性 

 ① 公正で合理的かつ能率的な市政運営を確保するため、具体的な改善点の指摘にとどまら

ず、対象部局におけるチェック体制等に留意しながら、指導に重点をおいて監査等を実施

する。 

② 事務事業や予算の執行について、適法性、正確性はもとより、経済性、効率性及び有効

性を検証する。 

③ リスクが高い事務事業等に十分に留意しながら、効率的かつ効果的に監査等を実施する。 

④ 監査等の実効性を確保するため、監査等の結果で指摘した事項等に対する措置状況等を

把握し、必要に応じて是正・改善を求める。 

⑤ 監査等の結果は、対象部局のみならず全庁的に周知し自主的な改善を促すとともに、市

民への情報提供を行う。 

 

（２） 留意する項目 

① 違法若しくは不当な事項又は改善を要する事項であって、金額的影響度等の量的重要性

や公務への信頼性等の質的重要性が高いもの。 

② 上記以外の事項で、それが発現した場合に大きな経済的・社会的な不利益を生じさせる

ことが考えられるもの。 

③ 新規事業、予算が重点的に配分された事業、外部委託化された事業及び情報システム導

入等により事務手順が大きく変更された事業。 

④ 事務の適正な執行を確保するためのチェック体制を含めた基本的な事務処理のルール
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や手順。 

⑤ その他、必要に応じて監査等の種類ごとに重点項目を定める。 

 

２ 年間監査計画 

（１）監査等の種類等 

令和 7 年度の監査等の種類並びに監査等の種類ごとの対象及び方針は、次のとおりとする。 

 

ア 定期監査（地方自治法第 199 条第 1 項、第 2 項及び第 4 項） 

 ①対象及び方針 

対象は、各部課等の令和6年度の定期監査時から令和7年度の定期監査時までに実施した

事務事業とする。 

本市が執行する財務に関する事務及び経営する事業の管理並びにその他の事務の執行につ

いて、法令に適合し、正確で、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その組織及び運

営の合理化に努めているか監査する。共通着眼点は次のとおりとする。 

   ＜共通着眼点＞ 

1) 予算の執行は、適正に行われているか。 

2) 各種の契約が、契約の競争性、公平性、透明性を確保しているか。 

3) 補助金等は、規則等に基づき額の算定、交付方法等が適正に行われているか。 

4) 公金収納が、会計規則に則り適正に処理されているか。 

5) 物品の出納保管は、適正になされているか。 

6) 事業は、効率的かつ計画的に執行されているか。 

7) 施設の管理は、適正になされているか。 

8) 歳入調定の対象を的確に把握し適正に調定と収納が行われているか。 

9) 事務処理のチェック体制は適正に行われているか。 

10)  前回の監査で指摘した事項が改善されているか。 

   ②実施時期 

    年間を通じて各部課の実施時期を割り振る（6 月から 8 月までの決算審査及び健全化判断

比率・資金不足比率の審査の期間及び決算議会開催期間を除く） 

 

イ 財政援助団体等監査（法第 199 条第 1 項、第 2 項及び第 7 項） 

 ①対象及び方針 

本市が補助金等の財政的援助を与えている団体、資本金等を出資している団体及び公の施

設の管理を行わせている団体の当該財政的援助等に係る出納その他の事務の執行について、

財政的援助等の目的に沿って行われているか、また、当該団体に対する財政的援助等に係る

事務について、法令に適合し、正確で、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その組

織及び運営の合理化に努めているか監査する。 

 ②実施時期  定期監査時に併せて実施する。 
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ウ 一般会計・特別会計歳入歳出決算審査（法第 233 条第 2 項） 

 ①対象及び方針 

市長から審査に付された令和6年度一般会計・特別会計歳入歳出決算、証書類及び政令で

定める書類について、法令に適合し、かつ正確であるか審査する。 

   ②実施時期 

    ６月から8月までに実施する。 

 

エ 公営企業会計決算審査（地方公営企業法第 30 条第 2 項） 

 ①対象及び方針 

市長から審査に付された令和6年度公営企業会計決算、証書類、当該年度の事業報告書及

び政令で定めるその他の書類について、法令に適合し、かつ正確であるか審査する。 

   ②実施時期 

    ６月から7月までに実施する。 

 

オ 基金運用状況審査（法第 241 条第 5 項） 

 ①対象及び方針 

市長から審査に付された令和6年度の基金運用状況報告書の計数が正確であり、基金の運

用が確実かつ効率的に行われているか審査する。 

   ②実施時期 

    決算審査時に併せて実施する。 

 

カ 健全化判断比率等審査（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3 条第1 項及び第22

条第 1 項） 

 ①対象及び方針 

市長から審査に付された令和6年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率並びに

それらの算定の基礎となる事項を記載した書類が法令に適合し、かつ正確であるか審査する。 

   ②実施時期 

    決算審査時に併せて実施する。 

 

キ 例月現金出納検査（法第 235 条の 2 第 1 項） 

 ①対象及び方針 

会計管理者並びに下水道事業、病院事業及び水道事業の各事業管理者が管理する現金の出

納事務について、正確に行われているか検査する。 

   ②実施時期 

    毎月25日に実施する。ただし、特別の事情があるときは変更する。 

 

ク 行政監査（法第 199 条第 2 項） 

①対象及び方針 
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財務監査に加え、事務処理方法その他行政運営全般についても必要に応じ監査を行うもの

とし、定期監査に併せて実施する。 

なお、テーマを設定して行う場合については、社会的課題や定期監査の結果、全庁的・横

断的事務の執行における監査等の必要性等を勘案して実施する。 

 

ケ その他の監査 

アからクまでに掲げる監査等のほか、法令の規定に基づき請求若しくは要求があったとき

又は監査委員が必要あると認めるときは、法令に基づく監査を実施する。 

 

（２）その他の取組 

ア 内部統制（財務事務）制度への対応 

令和 7 年度から制度が本格導入され、4 月には市長等において事務説明会及び塩竈市内部

統制作業部会の開催が予定されていることから、内部統制の整備状況及び運用状況、評価に

係る資料等についての把握に努める。 

 

（３）品質管理 

ア 方針  

監査委員は監査等が、塩竈市監査基準、令和7年度監査実施方針に基づき適切に実施され

ているかを管理する。 

イ 手続 

令和 8 年 3 月の監査委員の合議により、令和 7 年度監査実施方針及び年間計画について、

同時点までに実施した監査等を対象に確認及び評価を行う。それにより、令和8年度監査実

施方針及び年間計画等に反映させる。 

 

（４）監査等の実施体制 

監査委員2人で監査等を実施し、事務局長以下職員3人が補助する。 

 

 

※令和7年度年間監査計画表 

   別紙のとおり 

 



令和７年度年間監査計画表 

 

区分 

月別 
定 期 監 査  例月出納検査 決 算 審 査 

健全化判断比率・ 

資金不足比率審査 
備 考 

４ 
市 民 生 活 部 

（ 浦 戸 振 興 課 ） 

毎月２５日 

 

  

５ 議 会 事 務 局 

６ 

（決算審査・健全化判

断比率審査・資金不足比

率審査）期間 

各企業会計 

７ 

一 般 会 計 

各特別会計 

８ 
健全化判断比率 

資金不足比率 

９  

  

１０ 
教 育 委 員 会 

福祉子ども未来部 

１１ 
市 民 生 活 部 

（浦戸振興課を除く） 

１２ 総 務 部 

１ 
産 業 建 設 部 

上 下 水 道 部 

２ 
選 挙 管 理 委 員 会 

会 計 課 

３ 市 立 病 院 

（注）※各種の監査等は、相互に有機的に連携して行うものとする。 

※財政援助団体等監査は、定期監査時に併せて実施する。 

※基金運用状況審査は、決算審査時に実施する。 

※その他監査委員が必要と認めた場合には、随時監査を行うことがある。 



 

月 定 期 監 査 対 象 課 名 

４ 市 民 生 活 部  浦戸振興課 

５ 議 会 事 務 局  

６～８ 
決 算 審 査 期 間 及 び 

健全化判断比率・資金不足比率審査期間 

１０ 

教 育 委 員 会 

（ 教 育 部 ） 
 教育総務課 学校教育課 生涯学習課 （小・中学校各１校） 

福祉子ども未来部 
 生活福祉課 子ども未来課 保育課 高齢福祉課  

健康づくり課 

１１ 市 民 生 活 部 市民課 税務課 収納課 環境課 保険年金課  

１２ 総 務 部 
総務人事課 政策課 秘書広報課 財政課 管財契約課 

危機管理課 

１ 

産 業 建 設 部 水産振興課 商工観光課 まちづくり・建築課 土木課 

上 下 水 道 部  業務課 上水道課 下水道課 

２ 
会 計 課 

選挙管理委員会 
  

３ 市 立 病 院  業務課 医事課 経営改革室 

 （注）実施時期は変更になる場合があります。（月をまたがる場合あり） 


